
日本小児保健協会 

平成 22 年度秋季総会議事録 

 
日時：日時：平成 22 年 9 月 17 日（金） 
時間：11：30～12：30 
会場：朱鷺メッセ(新潟) 
 

《総会の成立》 
平成 22 年 9 月 17 日(金)、朱鷺メッセ(新潟)において、社員総数 223 名（理事 26 名、

代議員 197 名）出席者数 56 名、うち委任状 129 通を加え社員の過半数以上に達したこ

とを確認した上、議長に内山 聖会頭を選出し、議事録署名人に松石 豊次郎（福岡県）、

渡辺 博（東京都）両氏を指名し開催した。 
 

 
報告事項 

1. 平成 22 年度人事・事業実施報告  

＊平成 22 年度人事･事業実施状況に関して平岩常任理事より報告された。 
（１）会員数  

  平成 21 年 3 月 31 日 平成 22 年 3 月 31 日 平成 22 年 7 月 31 日 

4,865 名 4,934 名 4,823 名 

 

正会員 4,563 名 

（内入会数 308 名）

 

正会員名 4,626 

 (内入会数 391 名） 

 

正会員 4,524 名 

(内入会数 246 名) 

 

会   員 

団 体 302 団体 団体  308 団体 団体  299 団体 

賛助会員 15 社 15 社 13 社 

＊過年度年会費滞納者 108 名を定款に基づき退会とした。（平成 22 年 4 月） 

 

（２）人事について 

1）訃報 

・田中 義人(ﾀﾅｶ ﾖｼﾄ)  理事    平成 22 年 5 月 27 日 61 歳 

 

2）常任理事交代 

・福永 慶隆  副会長・庶務担当常任理事→理事 

・五十嵐 隆  財務担当常任理事→理事 
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・平岩 幹男  公益担当常任理事→公益法人担当、庶務担当常任理事兼任 

・岡田 知雄  理事→財務担当常任理事就任 

 

3）代議員 

  （選任）岡山県    小田 慈(ｵﾀﾞ ﾒｸﾞﾐ)                                

  （交代）山梨県  田中 均(ﾀﾅｶ ﾋﾄｼ)  →  相原 正男(ｱｲﾊﾗ ﾏｻｵ)    

                                                             

4）支部長交代 

（支部）     （旧）              （新） 

栃木県   杉田 憲一(ｽｷﾞﾀ ｹﾝｲﾁ)    白石 裕比湖(ｼﾗｲｼ ﾋﾛﾋｺ)     

埼玉県   峯  真人(ﾐﾈ ﾏﾋﾄ)     平岩 幹男(ﾋﾗｲﾜ ﾐｷｵ) 

東京都   山口 規容子(ﾔﾏｸﾞﾁ ｷﾖｺ)  庄司 順一(ｼｮｳｼﾞ ｼﾞｭﾝｲﾁ) 

鳥取県   笠置 綱清(ｶｻｷﾞ ﾂﾅｷﾖ)   神﨑  晋(ｶﾝｻﾞｷ ｽｽﾑ)   

                                           

5）委員会委員 

1. 発育委員会委員長交代：田中 義人(ﾀﾅｶ ﾖｼﾄ) →  加藤 則子(ｶﾄｳ ﾉﾘｺ) 

2. 予防接種・感染症委員会新任：菅原 美絵(ｽｶﾞﾜﾗ ﾖｼｴ) 

3. 小児救急の社会的サポ－トに関する委員会新任：栗原 玲子(ｸﾘﾊﾗ ﾚｲｺ) 

4. 編集委員会新任  

  遠藤 数江(ｴﾝﾄﾞｳ ｶｽﾞｴ)、竹原 健二(ﾀｹﾊﾗ ｹﾝｼﾞ)、栗原 玲子(ｸﾘﾊﾗ ﾚｲｺ) 

5. 研究助成賞選考委員  

平岩幹男(ﾋﾗｲﾜ ﾐｷｵ)委員長、山崎嘉久(ﾔﾏｻﾞｷ ﾖｼﾋｻ)委員長代行、 

杉浦太一(ｽｷﾞｳﾗ ﾀｲﾁ)、鳥居央子(ﾄﾘｲ ﾋﾛｺ)、谷村雅子(ﾀﾆﾑﾗ ﾏｻｺ)、 

小林正子(ｺﾊﾞﾔｼ ﾏｻｺ)、鎌田尚子(ｶﾏﾀ ﾋｻｺ) 

6. 実践活動助成賞選考委員 

大西文子(ｵｵﾆｼ ﾌﾐｺ)委員長、長嶋正實（ﾅｶﾞｼﾏ ﾏｻﾐ）委員長代行、 

前田浩利(ﾏｴﾀﾞ ﾋﾛﾄｼ)、倉橋俊至(ｸﾗﾊｼ ﾄｼﾕｷ)、白石淑江（ｼﾗｲｼ ﾖｼｴ）、 

尾花由美子（ｵﾊﾞﾅ ﾕﾐｺ）、太田百合子(ｵｵﾀ ﾕﾘｺ) 

7. 利益相反委員会（COI） 

衞藤 隆(ｴﾄｳ ﾀｶｼ)委員長、上田友和(ｳｴﾀﾞ ﾄﾓｶｽﾞ)副委員長、 

平岩幹男(ﾋﾗｲﾜ ﾐｷｵ)、秋山千枝子（ｱｷﾔﾏ ﾁｴｺ） 

8. 研究倫理委員会   

平岩敬一(ﾋﾗｲﾜ ｹｲｲﾁ)（委員長）、上田友和(ｳｴﾀﾞ ﾄﾓｶｽﾞ)副委員長、 

平岩幹男(ﾋﾗｲﾜ ﾐｷｵ)、秋山千枝子（ｱｷﾔﾏ ﾁｴｺ） 

 

6）外部団体委員 
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１．日本医師会 乳幼児保健検討委員会委員就任   岡田知雄(ｵｶﾀﾞ ﾄﾓｵ) 

(敬称略) 

(３) 役員会などの開催 

全国理事・支部長会 1回、常任理事会 3回、編集委員会 3 回、予防接種・感染症委

員会 2回、小児救急の社会的サポ－トに関する委員会 1回、学校保健委員会 4回（講

演会 2 回）、平成 22 年度乳幼児身体発育調査小委員会 1 回、平成 22 年度幼児健康度

調査委員会 1 回、平成 22 年度幼児健康度調査委員会（実務者会議）2 回、を開催し

本協会の事業遂行上必要な案件を協議、決定し運営している。 

（平成 22 年 4 月からの実績） 

（４）日本小児科連絡協議会合同委員会   

日本小児科学会・日本小児科医会（日本小児科連絡協議会）との合同で、日本小児科

連絡協議会 3 回、合同委員会：｢子どもをタバコの害から守る｣合同委員会 2回、自動

車乗車中の子どもの安全推進合同委員会 1 回、子育て支援ハンドブック編集委員会 1

回を開催し、当協会の事業目的に沿った活動を行っている。 

 

（５）外部団体委員派遣 

予防接種推進専門協議会（全体委員会）1 回、予防接種推進専門協議会（代表委員会）

5 回、日本医師会 乳幼児保健検討委員会１回 

 

（６）平成 22 年度春季総会 

平成 22 年 4 月 23 日(金)、岩手情報交流センタ－「アイーナ」（岩手）において、社員 
総数 225 名（理事 25 名、代議員 200 名）出席者数 45 名、うち委任状 113 通を加え社

員の過半数以上に達したことを確認した上、議長に関口 進一郎氏を選出し、議事録署

名人に河野陽一（千葉県）、掛江直子（東京都）両氏を指名し開催した。 
下記の議案が承認された。 

1)平成 21 年度事業報告 

2)平成 21 年度収支決算および監査報告 

 

（７）日本小児保健学会の開催         

第 57 回日本小児保健学会は、新潟大学大学院医歯学総合研究科小児科学分野 内山 

聖教授を会頭として、平成 22 年 9 月 16 日（木）・17 日（金）・18 日（土）の 3 日間。

朱鷺メッセ（新潟）に於いて開催。 

テ－マ：「子ども達の未来を信じよう、そして、子ども達が夢を持てる社会に」 

 

（８）機関誌等の刊行    

 ・「小児保健研究」現在 69 巻 4 号まで発刊した。 
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（９）講演会等の開催   

  1）支部研修会開催助成 

・「第 49 回岩手県小児保健学会」           岩手県 

・「平成 22 年度奈良県小児保健研修会」        奈良県 

   ・「第 27 回兵庫県小児保健協会総会・シンポジウム」  兵庫県 

・「埼玉県小児保健協会第 73 回研究会」        埼玉県 

・「平成 22 年度栃木県小児保健協会・研修会」     栃木県 

・「平成 22 年度母子保健指導者研修会」        神奈川県 

                         

 2）DENVERⅡ－デンバー発達判定法－判定技術養成講習会を平成 22 年 5 月 29 日（土）

に和光堂 株式会社 東京支店会議室に於いて開催し、参加者は 48 名であった。 

 

（１０）小児保健セミナーの開催     

  1)第 27 回小児保健セミナー「保育の問題をめぐって」を、平成 22 年 6月 20 日（日）

に国立成育医療センタ－講堂に於いて開催し、参加者数は 195 名であった。 

 

（１１）協会活動    

1) 編集委員会、予防接種・感染症委員会、小児救急の社会的サポ－トに関する委員

会、学校保健委員会、平成 22 年度乳幼児身体発育調査小委員会、平成 22 年度幼児健

康度調査委員会、平成 22 年度幼児健康度調査委員会のそれぞれが本協会の目的のた

めに活動している。 

2）4 月 14 日の中国青海地震へ義援金を拠出した。 

 

2. 各委員会活動報告 

  ＊ 例年学会の際に開催されていた合同委員会は、秋季総会にて各委員会委員長より 
委員会報告をして頂くよう変更となった。下記の各委員長より報告された。 

① 編集委員会  （加藤忠明氏）    

② 発育委員会 （加藤 則子氏） 

③ 平成22年度乳幼児身体発育調査小委員会 （加藤 則子氏） 

④ チャイルドシート検討委員会 （服部 益治氏） 

⑤ 事故予防検討会 （原田正平氏） 

⑥ 予防接種・感染症委員会  （加藤 達夫氏）  

⑦ 栄養委員会 （加藤 則子氏） 

⑧ 学校保健委員会 （岡田 知雄氏） 

⑨ 小児救急の社会的サポートに関する検討委員会 （山崎 嘉久氏） 
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⑩ 平成22年度幼児健康度調査委員会 （倉橋 俊至氏）    

 

3. その他 

＊平岩常任理事より報告された。 

（１） 日本医師会と予防接種推進専門協議会の共催による、予防接種法の改正に向けた、

署名活動を実施する 

スローガン：「希望するすべてのこどもに予防接種を！」 

 

 （２）市民公開講座実施予定   

日時：平成 23 年１月 29 日（土）＊その後会場の都合で１月 16 日（日）に変更 

     会場：中小企業振興会館７階「メインホール」（愛知県名古屋市） 

テーマ：「虐待を受けたこどもの問題」(予定) 

            

審議事項 

1．事務所移転  

＊平岩常任理事より、事務所移転について説明され、承認された。交通至便、会員の利用し

やすい場所へ移転する。 

（新宿区片町 1-11 藤田ビル４階 → 文京区後楽 1-1-5 第一馬上ビル 9階） 

 

2.平成 22 年度修正予算(案) 

＊平岩常任理事より平成 22 年度収支予算案が提案され、承認された。 
（会議資料別紙 P.9） 

3.平成 23 年度事業計画（案） 

＊平岩常任理事より下記の各計画案が提案され、承認された。 

（１）公益社団法人設立  

これに伴って以下の点での改正が必要 

（各種規程整備)   

     ・事務総則・権限規定 ・利益相反規定   ・調査研究倫理規定 

・会計規定          ・会費規定       ・旅費規定                                       

・就業規定            ・委員会規定     ・小児保健奨励基金に関する規定  

・ 定款の変更（内閣府の案に沿った変更が必要） 

・ 会計様態の変更（決算時期の変更、規則の変更） 

・ 支部の解消（支部との連結決算は事実上不可能。地方協会となる） 

・ 総会時期の変更（現行の 4月、9月に 6月を追加） 

   4 月：予算の決定、承認、6月：決算の承認、9月：事業計画の審議、執行部選出 

・ これにともなって理事会、総会の様態の変更が必要になる 

5 
 



（現行は理事・支部長会、代議員会、総会。支部は地方協会になるので 理事会、総

会の 2部構成になる。各地方協会は協会長を代議員に選出） 

 ・ 小児保健会館の建設基金の取り崩し 

 ・理事会のより円滑な開催、会員からの意見の取り入れ 

  

（２）役員改選 選挙管理委員会設置 

役員への利益相反規程（COI）の適用、選出方法や年齢制限の検討も考える 

 

（３）日本小児保健協会学術集会開催  

＊下記の通り決定し、承認され、大西文子会頭より挨拶がなされた。 
第58回日本小児保健協会学術集会は、藤田保健衛生大学医療科学部看護学科 

小児看護学 大西 文子 教授を会頭として、平成23年9月1日（木）2日（金）3日（土） 

の3日間。名古屋国際会議場（名古屋）に於いて開催する。 

テーマ：「子どもの育ちを見守り、地域で暮らす子どもと家族にできること！」 

 

（４）出版事業 

1)「小児保健研究」を年内に 6 冊刊行する。平成 23 年 1月発行の 70 巻 1号 

より A4 判に変更する。表紙デザイン刷新予定 

    2) 第 70 巻記念増刊号発行 9 月発行予定 

    3) 小児保健シリーズ発行 

・小児保健セミナー特集発行 

      ・平成 22 年度乳幼児身体発育調査結果発行 

（本年度実施研究のため発行は来年度以降になる可能性もある） 

      ・平成 22 年度幼児健康度調査結果発行 

（本年度実施研究のため発行は来年度以降になる可能性もある） 

 

（５）講演会等の開催  

1）各都道府県支部研修会開催助成 

2）市民公開講演会開催 2 回 

3）DENVERⅡ－デンバー発達判定法講習会開催 2 回 

4）電話相談員養成講習会 2 回 

 

（６）教育普及の拡充 協会の事業として教育普及の拡充につとめる。 

第 28 回小児保健セミナーは、平成 23 年 6月 19 日（日）に開催する。 

テーマ｢小児保健と他科関連領域｣、会場「ベルサール九段」（東京都九段下予定） 

理事会、総会も同日行う予定。 
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（７）協会活動の充実  

協会活動助成（研究助成・実践活動助成）授賞者の決定および表彰を行う。 

≪委員会活動≫ 

編集委員会、予防接種・感染症委員会、小児救急の社会的サポ－トに関 

する検討委員会、学校保健委員会、平成 22 年度乳幼児身体発育調査小委員

会、平成 22 年度幼児健康度調査委員会、発育委員会、栄養委員会、事故予

防検討会、チャイルドシート検討委員会 

＊小児保健協会単独の委員会、小児科連絡協議会での委員会があり今後見直し

も検討したい。 

 

（８） 日本小児科連絡協議会合同委員会   

・｢子どもをタバコの害から守る｣合同委員会 

・予防接種推進専門協議会 

・自動車乗車中の子どもの安全推進合同委員会 

・「子育て支援ハンドブック」編集委員会 

・小児保健法設立推進委員会 

・子どもとメディア委員会 

  

 （９）外部団体委員派遣 

    ・日本医師会 乳幼児保健検討委員会 

・予防接種推進専門協議会 

・健やか親子 21 推進協議会 

    

 (１０) 調査研究 

    ・幼児健康度調査 

    ・乳幼児身体発育調査 

  

4. 理事選任 

＊中国ブロック理事に小田慈先生が推薦され、承認された。（田中義人理事の後任として） 

 

5．平成 22 年度名誉会員の推薦  

 ＊下記の 3名が承認された。 

    東京都    鴨下 重彦 (ｶﾓｼﾀ ｼｹﾞﾋｺ) 

    東京都   嶋田 和正 (ｼﾏﾀﾞ ｶｽﾞﾏｻ) 

    東京都   山本 光興 (ﾔﾏﾓﾄ ﾐﾂｵｷ)             (敬称略) 
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6．第 59 回(平成 24 年) 日本小児保健協会学術集会会頭について  

＊下記の通り決定し、承認され、小田 慈会頭より挨拶がなされた。 
会頭：岡山大学大学院保健学研究科  小田 慈 教授 

日程：平成 24 年 9 月 27 日（木）～29 日(土) 

会場：岡山コンベンションセンター ママカリフォーラム 

          

7．協会活動助成について  

＊平成 22 年度小児保健協会活動助成賞が下記の通り決定し、承認された。  
《研究助成》 

○星野 裕美(ﾎｼﾉ ﾋﾛﾐ)氏・他（東葛病院付属診療所小児科外来看護師） 

｢感染症マップの試み｣ 

＊研究助成については、来年度より、小児保健研究に掲載された論文の中から推薦され

ることとなった。 

 

《実践活動助成》  

○猪股 弘明（ｲﾉﾏﾀ ﾋﾛｱｷ）氏（特定非営利活動法人船橋子ども劇場） 

｢子育て応援メッセ in ふなばし｣ 

○野中 路子（ﾉﾅｶ ﾐﾁｺ）氏（兵庫県立塚口病院小児科） 

「ダウン症児の赤ちゃん体操教室｣ 

○中野 照子（ﾅｶﾉ ﾃﾙｺ） 氏（障害児通所療育施設ひよこ教室） 

「ダウン症候群を中心とする障害児と健常児の統合保育｣ 

 

8.  ロゴタイプ・シンボルマ－クについて 

＊３月より募集開始。100 名余の応募があり、平成 22 年度総会で決定する。機関誌の

表紙などに活用する予定。常任理事会で推薦のあったデザインが決定、承認された。 

 

平成 22 年  月  日 
特例社団法人 日本小児保健協会 
 

                    議    長  内山 聖    ㊞ 
 
 
                    議事録署名人  松石 豊次郎 ㊞ 
 
 
                    議事録署名人  渡辺 博   ㊞ 
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